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J
I
C
A
の
北
岡
伸
一
理
事
長
は
、
10
月

４
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
東
欧
の
セ
ル
ビ

ア
と
ア
ル
バ
ニ
ア
を
訪
問
し
、
各
国
の
要

人
ら
と
会
談
を
行
う
と
と
も
に
、
日
本
の

Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
と
し
て
両
国
を
訪
問
す
る

の
は
、
北
岡
理
事
長
が
初
め
て
と
な
り
ま

す
。

　

セ
ル
ビ
ア
で
は
５
日
、
ト
ミ
ス
ラ
ブ
・
ニ

コ
リ
ッ
チ
大
統
領
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ル
・
ブ

チ
ッ
チ
首
相
と
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
北

岡
理
事
長
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
２
０
０
６
年
に

西
バ
ル
カ
ン
地
域
支
援
の
拠
点
と
し
て
セ

ル
ビ
ア
に
事
務
所
を
開
設
し
て
か
ら
今
年

で
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
理
事
長
と
し
て
初
の
セ
ル
ビ
ア
訪
問
が

実
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
喜
び
を
語
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ニ
コ
リ
ッ
チ
大
統

領
と
ブ
チ
ッ
チ
首
相
か
ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

こ
れ
ま
で
の
協
力
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
北
岡
理
事
長
は
、
セ
ル
ビ
ア

初
の
円
借
款
事
業
と
し
て
、
大
気
汚
染
物

質
を
削
減
す
る
た
め
の
排
煙
脱
硫
装
置
の

建
設
を
日
本
が
支
援
し
て
い
る
「
ニ
コ
ラ
・

テ
ス
ラ
火
力
発
電
所
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

翌
６
日
に
は
、
首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
近
郊

に
あ
る
「
難
民
受
け
入
れ
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察

し
ま
し
た
。
現
在
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
セ
ル
ビ
ア
と

マ
ケ
ド
ニ
ア
で
、
難
民
の
流
入
や
滞
在
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
る
地
方
自
治
体
の
現
状
を

調
査
し
、
支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
北
岡

理
事
長
は
、
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、
難
民

支
援
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
バ
ニ
ア
で
は
７
日
、
エ
デ
ィ
・
ラ
マ

首
相
、
デ
ィ
ト
ミ
ル
・
ブ
シ
ャ
テ
ィ
外
務
大

臣
と
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
会
談
の
中
で
北

岡
理
事
長
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
、
下

水
道
整
備
や
廃
棄
物
管
理
、
観
光
振
興
な
ど

の
分
野
で
協
力
を
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
人
的
交
流
を
通
じ
た
相

互
の
関
係
強
化
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

の
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
円
借
款
に
よ
り
首
都
テ
ィ
ラ
ナ
で

建
設
中
の
「
テ
ィ
ラ
ナ
下
水
処
理
場
」
と
、

無
償
資
金
協
力
に
よ
り
医
療
機
材
を
整
備
し

た
「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
小
児
病
院
」
を
視
察
し

ま
し
た
。
同
病
院
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
唯
一
の

小
児
科
専
門
病
院
と
し
て
、
全
国
か
ら
重
篤

患
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
質
の
高
い
日
本

の
医
療
機
器
が
患
者
の
治
療
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ＪＩＣＡ理事長として初、北岡理事長がセルビアとアルバニアを訪問 01

03国際緊急援助隊・医療チームのEMT認証

02　サブサハラ・アフリカ地域の貧困層の電力アクセスの改善
　

J
I
C
A
は
、
10
月
19
日
、
株
式
会
社

D
igital G

rid

（
以
下
「
D
G
社
」）
と
の
間
で
、

「
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
太
陽
光
事
業
」
を
対
象
と
す

る
３
億
円
の
投
資
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

D
G
社
の
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
太
陽
光
事
業
は
、

サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
の
未
電
化
地
域
の

小
売
店
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、Ｂ
Ｏ
Ｐ

層
中
心
の
来
店
客
に
対
し
て
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ

ン
の
充
電
と
レ
ン
タ
ル
や
、
携
帯
電
話
の
充

電
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で
す
。

　

既
に
事
業
を
開
始
し
て
い
る
タ
ン
ザ
ニ
ア

で
は
、
特
に
地
方
部
の
電
化
率
の
低
さ
（
４

％
未
満
）
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
電
気

の
な
い
世
帯
は
、
灯
油
ラ
ン
プ
な
ど
に
明
か

り
を
依
存
し
て
お
り
、
煙
害
や
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
他
、
灯
油

の
購
入
費
が
家
計
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
解
決
だ
け
で

な
く
、
灯
油
ラ
ン
プ
よ
り
も
明
る
い
光
の
下

で
、
夜
間
に
子
ど
も
が
勉
強
し
た
り
、
小
売

店
が
営
業
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使
え
ば
、

Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
の
生
活
に
不
可
欠
な
携
帯
電
話
の

充
電
も
で
き
る
た
め
、
生
活
の
改
善
に
つ
な

が
り
ま
す
。
D
G
社
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
出
資
を

通
じ
て
事
業
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

10
月
11
日
、
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
の

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
チ
ャ
ン
事
務
局
長
よ
り
、
国

際
緊
急
援
助
隊
（
J
D
R
）
の
医
療
チ
ー
ム

に
対
し
、
緊
急
医
療
チ
ー
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｔ
）
認
証

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
緊
急
援
助
で
は
各
国
の
医
療
チ
ー
ム

の
能
力
水
準
の
ば
ら
つ
き
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
W
H
O
は
2
0
1
1
年
に
E
M
T
国

際
標
準
の
策
定
を
開
始
。
J
I
C
A
も
そ
の

検
討
作
業
に
参
画
し
て
き
ま
し
た
。

　

J
D
R
医
療
チ
ー
ム
は
、
今
年
2
月
に
Ｅ

Ｍ
Ｔ
認
証
を
申
請
し
、
6
月
に
W
H
O
事
務

局
に
よ
る
認
証
視
察
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
世
界
で
4
番
目
の
E
M
T
と
し
て
、

タ
イ
プ
1
（
外
来
患
者
に
対
す
る
初
期
医
療

と
巡
回
診
療
を
実
施
）、
タ
イ
プ
2
（
外
科
的

手
術
や
入
院
機
能
）、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
セ
ル

（
透
析
お
よ
び
手
術
）
の
能
力
を
有
す
る
チ
ー

ム
と
し
て
認
証
を
受
け
、
国
際
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　

認
証
状
授
与
式
で
、
チ
ャ
ン
事
務
局
長
は
、

長
期
的
に
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
J
D
R
医
療
チ
ー
ム
を
高
く
評
価
し
、

こ
れ
ま
で
の
貢
献
に
感
謝
の
意
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
今
後
の
一
層
の
活
躍
に
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

灯油ランプをL
EDランタンに
置き換えて勉
強する男の子

会談を行う北岡理事長（中央）と、セルビアのニ
コリッチ大統領（右）

セルビアの「難民受け入れセンター」を視察

授与式の様子。チャンWHO事務局長（右から5
人目）と鈴木規子JICA理事（同4人目）を囲んで
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